
11

16

7

16

13

10
9

16

10
9

1,214
1,245

1,278 1,270 1,255 1,229

1,303
1,347 1,370

1,250

500

700

900

1,100

1,300

1,500

0

5

10

15

20

25

H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

☞ 令和７年の死亡者数は９人（前年比－１人）でした。死亡者の業種内訳は、建設業２人、運輸交通
業１人、林業３人、その他の事業で３人でした。

☞ 令和７年の死傷者数は、４年ぶりに減少し、1,250人となりました。減少幅は前年比約8.8％と
大幅に減少しました。

休業４日以上の死傷者数｜ 全産業
※ 出典は労働者死傷病報告、死亡災害報告。死傷者数に死亡者数を含む。

※ 新型コロナウイルスり患者を除く。
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労働災害による死傷者数｜ 全産業
※ 出典は労働者死傷病報告、死亡災害報告、労災保険給付データ。死傷者数に死亡者数を含む。

※ 新型コロナウイルスり患者を除く。

☞ 全国の令和７年の死亡者数は過去最少の7００人（前年比－４６人）でした。

☞ 令和７年の死傷者数は135,３３３人でした。

全国
（死亡者数：人） （死傷者数：人）

死傷者数死亡者数

死傷者数死亡者数

（死亡者数：人） （死傷者数：人）

労働災害発生状況
令和７年
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休業４日以上の死傷者数｜ 事故の型別 新型コロナウイルスり患者
を除く死傷者数

☞1６年連続で「転倒」が事故の型としては最多の類型となっています。
☞「はさまれ、巻き込まれ」で最多の３件の死亡災害が発生しています。
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☞年代が高くなるにつれて、死傷者数が増加しています。50打以上の年代で、全体の５９％
を占めています。
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